施設処遇会議　議事録

H20.3.　13:30～15:

青山荘地域交流室

　　　　　　出席者：長谷部Ａ.Ｏ.Ｍ・清水S.G.M・山口・三浦・佐々木・小笠原・上平・小坂

（欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・原）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小坂

議題

１：細越　定生　様（青明舎入所者様）の処遇について

２：小野寺ノリ　様（青風荘入所者様）の処遇について

３：上久保善郎　様（青山荘利用者様）の処遇について

１：細越　定生　様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　

　＜問題点＞

　　日中の活動場所について

　　（デイケアと青明舎の併用）

　　介入方法→・デイケアに対する不満から早退・欠席し青明舎へ来所した際には、デイケアでの対人トラブルや迷惑行為、プログラムの妨害を未然に防ぐためにも、青明舎を不満のはけ口としていただき、本人の訴えを傾聴しストレスの緩和を図る。

・定期的にデイケアスタッフと本人の様子や問題点について確認しながら、デイケア・青明舎を利用する上でのそれぞれの機能を明確にする。
・来所時には自宅での生活や対人関係など、本人から話題に出ない事を会話から引き出し、生活状況を把握する。また生活上や対人面での問題や悩みについては面談実施する。
・宗教観や非現実的な話については否定することなく傾聴し、話しの中から服薬状況や現在の病状について探る。必要に応じて外来とも情報共有しながら、定期的な血液検査の促しや、食事面でのアドバイスなど本人自身にも健康管理の必要性を意識していただく。
＜評価＞

　デイケアに対する不満から早退・欠席が見られるが、デイケア利用の意味も説明しながら、本人の得意とする手先の器用な部分を評価し、皮細工等のプログラムを勧めていく。不満に対しても傾聴する事で本人のストレス対策になっている様子の為、良く話しを聞き、トラブルのないよう気をつけて関係機関と情報共有していく必要がある。宗教観についても否定せず傾聴していく。

２：小野寺ノリ　様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　

　＜問題点＞

1 認知症の進行・身体機能・生活レベルの低下

介入方法→・本人の生活状況等把握し、主治医へ定期的に現状を報告する。（指示あれば心理検査やMRI実施）

・カレンダ－作成は本人も忘れる事なく、自らも進んで行なっている為、今後も継続させ、余暇の趣味活用を拡大していく。

・プログラム等での運動の機会を多く設定し、機能低下の予防に努める。（体重維持と筋力維持）

・事前に日課の確認をし、手順を説明しながら自分で行なえる事は行なって頂き、出来ない場合はスタッフが介入し、確認しながら一緒に行なう。

・その都度、声かけして今何をしているのか、何をしなければならないのか本人が分かるように声かけしていく。

・休日や余暇時の活動を拡大していく。（外出や裁縫等の趣味活動の実施）

2 保整面（歯磨き・入浴準備・自室掃除が出来ない）

介入方法→・毎食後、歯磨きや身だしなみの声かけをし、見守りを行なう。

・入浴時は着替え準備の声かけをし、出来ていない場合はスタッフと一緒に行なう。入

浴日は一緒に洗濯もできるように適宜促す。

　　　・自室の掃除に関しては、定期的に声かけし、スタッフ見守りで行なう。

　　＜評価＞

　自分でできることは行なって頂き、出来ない部分はスタッフが介入して一緒に行ないながら、本　　人の生活レベルを下げないよう支援していく。また、身体機能の低下が見られてきている為、健康

プログラム等で運動の機会を多く設定し、散歩を兼ねた買物等を取り入れて低下予防を図っていく。本人の遣り甲斐となっているカレンダ－作りも健忘予防の為、今後も継続しながら支援する。

３：上久保善郎　様（青風荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

1 退所に向けての支援

介入方法→・退所先の決定
・外泊訓練期間の設定
・外泊訓練内容

・生活スケジュールを作成
・本人の自宅での役割
・外泊時の外来通院、デイケアの通所
・余暇時間の活用
2 家族からの要望

介入方法→・整容面のチェックリストを作成し、整容について意識付けを図る。

・整容面についての声かけ（必要に応じて）

・食事面について

・清掃について

3 健康管理について

介入方法→・健康管理への意識付けを行う

　　　　　　・運動についての促し

　　　　　　・水分の摂取量を本人と話し合い決定する

＜評価＞

　前回の会議資料からは本人の言葉やニ－ズが見えていない事から、引き続き今回も検討することとしたが、会議資料は前回とさほど変わらない。本人のどこに目を向けて退所まで持っていけるのか、本人はどう考えているのか、家族の意向はどうであるのか、退所まで半年しかないことから、逆算して半年の間に何をすべきか具体的な案を挙げ、退所まで持っていかなければならない。

